
〈
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
〉

２
０
２
０
度
決
算
で
約
36
億

円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
被
保
険
者
の
収
入

減
が
予
想
さ
れ
る
中
、
黒
字
分

を
積
み
上
げ
る
の
で
は
な
く
、

国
保
料
の
引
き
下
げ
を
行
う
べ

き
で
す
。

〈
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
〉

特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
５
４
６
３
万
円
が
減
額
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
昨
年
８

月
に
非
課
税
世
帯
の
給
付
額
を

見
直
す
制
度
改
正
に
伴
い
、
２

０
４
人
の
非
課
税
世
帯
の
入
所

者
が
大
幅
な
負
担
増
と
な
り
ま

し
た
。
月
数
万
円
も
の
自
己
負

担
増
は
、
施
設
の
退
所
を
余
儀

な
く
さ
せ
る
危
険
性
も
あ
り
、

市
と
し
て
も
支
援
を
行
う
べ
き

で
す
。

〈
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
〉

今
年
10
月
か
ら
年
収
２
０
０

万
円
以
上
の
方
の
窓
口
負
担
は

１
割
か
ら
２
割
へ
と
増
額
の
予

定
で
す
。
負
担
増
は
受
診
抑
制

に
つ
な
が
り
反
対
で
す
。

〈
水
道
事
業
会
計
〉

水
道
施
設
基
本
方
針
策
定
業

務
を
委
託
す
る
こ
と
に
つ
い
て
。

〈
工
業
用
水
道
事
業
会
計
〉

多
額
の
大
滝
ダ
ム
に
関
わ
る

交
付
金
等
の
負
担
に
つ
い
て
。

そ
の
他
、
◇
完
売
し
て
も
赤

字
が
残
る
土
地
造
成
事
業
特
別

会
計
（
ス
カ
イ
タ
ウ
ン
つ
つ
じ
ヶ

丘
）
。
◇
住
宅
改
修
資
金
、
住

宅
新
築
資
金
、
宅
地
取
得
資
金

の
３
件
の
貸
し
付
事
業
の
多
額

の
滞
納
。
◇
多
額
の
赤
字
を
抱

え
る
駐
車
場
管
理
事
業
特
別
会

計
。
◇
公
共
イ
ン
フ
ラ
を
独
立

採
算
制
に
し
て
い
る
こ
と
に
問

題
が
あ
る
下
水
道
事
業
会
計
。

◇
指
定
管
理
者
へ
委
託
す
る
こ

と
が
含
ま
れ
て
い
る
和
歌
山
市

都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
。

２
０
２
２
年
度
の
当
初
予
算

案
の
審
議
の
結
果
、
党
・
市
議

団
と
し
て
市
長
に
対
し
、
一
般

会
計
予
算
の
組
み
替
え
を
行
い
、

再
提
出
を
求
め
る
動
議
を
提
出

し
ま
し
た
。

理
由
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
、
市
の
責
任
に
よ

る
六
十
谷
水
管
橋
崩
落
に
よ
る

断
水
な
ど
、
こ
の1

年
間
、
市

民
の
仕
事
や
生
活
は
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る

と
し
、
８
つ
の
事
業
の
見
直
し

と
減
額
及
び
中
止
を
行
い
、
併

せ
て
市
民
生
活
を
守
る
た
め
次

の
４
件
の
充
実
を
求
め
ま
し
た
。

①
保
健
所
・
衛
生
研
究
所
の
常

勤
職
員
の
増
員
、
②
六
十
谷
水

管
橋
崩
落
・
断
水
に
か
か
る
休

業
補
償
、
圧
迫
骨
折
等
の
治
療

費
給
付
、
③
就
学
援
助
金
の
支

給
額
と
支
給
基
準
の
引
き
下
げ
、

④
生
活
保
護
に
か
か
る
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
の
国
基
準
へ
の
増
員

で
す
。

結
果
は
党
・
市
議
団
の
み
の

賛
成
６
人
の
少
数
で
否
決
さ
れ

ま
し
た
が
、
引
き
続
き
命
と
暮

ら
し
を
守
る
市
政
実
現
に
向
け

皆
さ
ん
と
ご
一
緒
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り

ま
す
。

２
月
28
日
坂
口
多
美
子
議
員

が
代
表
質
問
を
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
対
策
の
充
実
を
！

質
問
「
ひ
と
月
の
残
業
時
間
が

平
均
98
時
間
と
い
う
保
健
所
職

員
の
勤
務
実
態
」
の
現
状
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

恒
常
的
な
職
員
の
増
員
が
必
要

だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
弁
「
今
後
の
状
況
に
応
じ
臨

機
応
変
に
対
応
し
た
い
」

質
問
「
医
療
従
事
者
の
疲
労
は

限
界
を
超
え
て
い
る
」
。
医
療

機
関
へ
の
補
助
金
を
打
ち
切
る

国
に
対
し
、
撤
回
と
十
分
な
財

政
支
援
を
求
め
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
弁
「
考
え
て
い
な
い
」

裏
面
に
続
く
・・・。
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こ
ん
に
ち
は

市
会
議
員

南
畑
さ
ち
代
で
す
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２
０
２
２
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
、
反
対
討
論
を
し
ま
し
た
。
新
年

度
予
算
で
は
、
国
の
制
度
で
就
学
前
の
子
ど
も
の
国
民
健
康
保
険
料

均
等
割
が
４
月
か
ら
半
額
に
な
る
こ
と
な
ど
賛
成
出
来
る
も
の
も
あ
り

ま
す
が
、
問
題
と
思
え
る
次
の
12
件
に
つ
い
て
反
対
討
論
を
し
ま
し
た
。



表
面
か
ら
・・・。

Ｉ
Ｒ
（
カ
ジ
ノ
）
誘
致
は

撤
回
を
！

質
問
「
カ
ジ
ノ
は
地
方
自
治
体

と
し
て
な
じ
ま
ず
、
撤
回
す
べ

き
で
あ
る
。
巨
大
な
国
際
会
議

場
な
ど
計
画
が
身
の
丈
に
合
っ

て
お
ら
ず
、
投
資
会
社
が
資
金

を
集
め
る
こ
と
に
も
無
理
が
あ

る
。
改
め
て
危
険
な
計
画
だ
と

思
う
が
、
そ
れ
で
も
推
進
し
て

い
く
の
か
。

答
弁
「
裾
野
の
広
い
Ｉ
Ｒ
事
業

は
本
市
の
新
た
な
成
長
産
業
で

発
展
に
必
要
な
も
の
で
あ
り
、

県
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
」

六
十
谷
水
管
橋
・
断
水
に

よ
り
ポ
リ
タ
ン
ク
の
運
搬

で
圧
迫
骨
折
さ
れ
た
方
へ

の
医
療
費
補
償
を
！

質
問
「
重
い
ポ
リ
タ
ン
ク
を
運

ぶ
こ
と
で
圧
迫
骨
折
を
さ
れ
た

方
は
、
痛
み
と
不
自
由
な
生
活

を
強
い
ら
れ
、
ま
た
、
多
額
の

医
療
費
が
か
か
る
中
、
何
の
補

償
も
な
い
。
補
償
の
対
象
を
広

げ
て
欲
し
い
」
と
い
う
市
民
の

声
を
知
っ
て
い
る
か
。
こ
の
声

に
応
え
る
べ
き
だ
と
思
う
が
ど

う
か
。
実
態
に
あ
っ
た
補
償
や

助
成
に
改
め
る
考
え
は
あ
る
か
。

答
弁
「
健
康
被
害
な
ど
の
要
望

は
承
知
し
て
い
る
が
、
直
接
損

害
に
合
わ
れ
た
方
々
へ
の
対
応

で
あ
る
旨
を
説
明
し
て
き
て
い

ま
す
。
企
業
局
と
し
て
は
、
で

き
る
限
り
の
対
応
で
あ
る
と
考

え
ま
す
」

「
ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
的

侵
略
に
強
く
抗
議
し
、

恒
久
平
和
を
求
め
る
」

３
月
９
日
市
議
会
最
終
日
に
、

議
員
発
議
と
し
て
全
議
員
賛
成

の
も
と
決
議
案
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

２
月
24
日
に
ロ
シ
ア
軍
が
ウ

ク
ラ
イ
ナ
に
軍
事
的
侵
略
を
始

め
て
か
ら
世
界
中
か
ら
抗
議
の

声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
３
月

12
日
、
日
本
共
産
党
河
北
ブ
ロ
ッ

ク
後
援
会
が
イ
ズ
ミ
ヤ
紀
伊
川

辺
店
前
で
、
「
戦
争
は
絶
対
に

ダ
メ
！
」
と
街
頭
宣
伝
を
行
い
、

15
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

森
下
議
員
一
般
質
問

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
の
観

点
か
ら
質
問
人
数
を
制
限
し
ま

し
た
。
全
体
の
一
般
質
問
者
人

数
は
、
党
・
市
議
団
の
森
下
佐
知

子
議
員
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

中
学
校
給
食
の
実
施
方
式
は

「
子
ど
も
を
中
心
に
考
え
よ
」

質
問

中
学
校
給
食
の
実
施
方

式
を
検
討
す
る
た
め
に
行
っ
た

調
査
の
中
間
報
告
に
対
す
る
受

け
止
め
は
ど
う
か
。
市
民
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
３
２
２
０
筆
の
署

名
を
受
け
止
め
「
子
ど
も
た
ち

を
最
優
先
に
考
え
る
」
と
の
６

月
議
会
の
答
弁
ど
お
り
取
り
組

む
べ
き
だ
と
思
う
が
い
か
が
か
。

市
長

予
想
よ
り
自
校
調
理
方

式
、
親
子
方
式
に
よ
る
実
施
可

能
な
学
校
が
少
な
か
っ
た
と
感

じ
る
。
多
く
の
市
民
が
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
中
学
校
給
食
に

期
待
し
て
頂
い
て
い
る
こ
と
は

有
り
難
い
こ
と
で
あ
り
、
頂
い

た
意
見
に
つ
い
て
は
参
考
に
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
先
進

市
の
事
例
を
積
極
的
に
取
り
入

れ
る
と
と
も
に
、
未
来
へ
の
投

資
と
と
ら
え
、
財
源
を
確
保
し

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

＊
そ
の
他
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
対
策
に
つ
い
て
の
項
目
も

取
り
上
げ
、
今
後
に
向
け
て
、

想
定
、
体
制
、
対
策
を
立
て
直

す
べ
き
だ
と
質
問
し
ま
し
た
。
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日時：４月８日（金）午後６時～７時

会場：河西診療所です。

申込：南畑さち代まで

日時：毎週木曜日、午前１０時～１２時

（電話での相談は常時行っています）

会場：南畑さち代生活相談所

℡．073-453-3418、453-7758（自宅）

和歌山市善明寺411-4
相談実施中は看板を出しています

お問い合わせは、南畑さち代まで

℡．073-435-1113（日本共産党市議団室直通）

2022年2月の法律・生活相談件数
国保：2件、非課税世帯10万円給付：2件、県・給付金：1件、

後期高齢者医療保険：1件、生活保護：2件、住居：4件、

補聴器：1件、ゴミ問題：1件、市民税：1件

代表質問をする、さかぐち多美子議員

河北ブロック後援会の宣伝行動

防災無線が

聞き取りにくい場合

下記の和歌山市防災情報電話

に電話をしてください。

無料：0120-077-199

有料：無料が込み合っている時

（固定1分3円、携帯1分40円）

0180-997-199


